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ばんげの宝【おひさま倶楽部】ばんげの宝【おひさま倶楽部】
平成25年（2013年）4月
平成18年から公民館の教養部会として、毎年八幡地区の
文化祭に出展するために手芸品づくりをしていましたが、
その作品を年に１度地域のみなさんに少しでも楽しんで
頂けたらという思いから「つるし雛でひなまつり」を開催
することとなりました。
12名（平成30年3月現在）八幡地区に住む主婦が主な会員
毎月１回（最終日曜日）八幡コミュニティセンターにて
明るく元気の良いメンバーが集まり、つるし雛をはじめ、
パッチワーク制作など楽しく活動をしています。
次回の開催で第6回目を迎え、今では期間中に町内外から
約3,000人が訪れる一大イベントとなっております。毎年
展示するテーマを変え、世代を超えた多くの方々に楽しんで
いただける作品づくりができるよう、会員自ら楽しんで
活動しています。
次回の開催は平成31年2月24日㈰～ 3月3日㈰の予定です
ので、ぜひご来場お待ちしております。
代表　鈴木 久仁子（℡83-2619）

「おひさま倶楽部」の紹介
設立年

会員数
活動内容

つるし雛で
ひなまつり

問合せ先
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Ｑ：懲戒処分の内容は適当なのか
Ａ：�当該職員及び上司に対し、職員の懲戒処分の基
準等に関する規程に基づき、不適切な事務処理
により公務への信頼を損なわせ、又は公務の運
営に重大な支障を生じさせたとして、町に損害
を与えた内容を考慮して重い処分をした。
　処分に当たっては、県・他市町村の事例並び
に顧問弁護士の意見を基に、懲戒審査委員会に
おいて協議し、町長が決定した。
　合せて、職員の不祥事に対して管理者である
町長、副町長は ３ヶ月10％減給を実施する。

Ｑ：再発防止策は
Ａ：�11月に全職員に対する副町長訓示を行い、綱紀
粛正を図った。補助金交付要綱の見直し、組織
体制の検証を実施していく。

Ｑ : 町で支出すべき経費なのか
Ａ：�当該公益社団法人から補助金を受けて支出すべ
き経費であるが、職員の不適切な処理により補
助金がない中で、申請者が不利益を受けないよ
う町の責任において支払う義務があるため支出
することにした。

Ｑ : 職員に賠償させないのか
Ａ：�町全体の責任問題であり、それに対する懲戒処
分・町長等の給与減をしており、現時点で職員
個人への賠償は考えていない。

Ｑ：�今回の懲戒処分の職員並びに、町長・副
町長の減額の総額はいくらなのか

Ａ：�当該職員は、生涯賃金で276万円が減額となる
試算であり、町長・副町長の給与減は43万円で、
併せて合計額は約319万円となる。

議会での主な質疑

　平成29年度「畜産・酪農収益力強化総合対策基金等事業」の飼料収穫調製用機械ロールベー
ラーの導入事業で、配分予定通知を受け、平成29年度中に計画認定手続きを進め、補助金の交
付を受けなければならないところであったが、期限までに処理手続きを執行せずに不適切な事
務を行い、結果として補助金を受けられない事態となった。
　そのため、総事業費752万 ８ 千円の ２ 分の １ 相当額の348万 ５ 千円を国補助交付金として受け
ることができず、町単費で補てんする必要となり、町に対して損害を与えた。

主
な
内
容

懲戒処分①補助金申請処理の不適切処理

～職員の不適切な事務処理が相次いだ問題を議会で追及～

議会が町役場の問題体質に喝
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懲戒処分②水道事業会計の決算書（ミス）

　第 ３ 回定例会（ ９ 月）において、議会の指摘により数字の誤りが見つかっ
たため、「不認定」とされていた前年度の平成29年度水道事業会計を修
正した内容について審議するため、11月26日に第 ２ 回臨時会を開催した。
　不認定となった内容について、内部調査の報告がなされ、慎重に審議
した結果、水道事業会計決算について賛成多数で認定した。

第２回
臨時会

①個人の入力ミス ②法令に対する知識不足 ③台帳の整備の怠慢

職員の決算書作成の際に一
人で作業しており、誤った
数字を決算書に転記した。

平成24年度 １月の地方公営
企業会計制度の見直しに伴
い、みなし償却の方法変更
を今までどおりとして計算
していた。

平成17年度システム移行時
に、台帳のデータが錯誤し
ており、並びに、消費税を
含めた額を錯誤して入力し
ていた台帳を修正してこな
かった。

①過去10年間の決算書における期首・期末固定資産残高を確認
②水道の固定資産台帳、約1,660件の内容確認
③修正した内容を複数人の職員体制による決算書作成・確認作業
④�決算書の訂正・修正方法の確認（公益社団法人日本水道協会調査部、及び同
協会経営アドバイザーである公認会計士、並びに先進地の上下水道局と協議）

①固定資産台帳をきちんと整備して、それを基に決算書を修正した。
②�調査過程で発生した算出方法の誤りによる特別利益並びに特別損失の約600
万円は、平成29年度会計が終了し、発見したのが平成30年度であるため、平
成30年度補正予算で対応する。

調
査
確
認

結  
果

①職員の資質向
上を図る研修の
実施

②職員の人事異
動・適材適所を
図ること

③個人でなく組
織によるチェッ
ク体制の構築

議会からの
改善要望

議会の判断 上記の内容を踏まえ、賛成多数で『認定』

第４回
定例会
水道事業会計補
正予算（第 ３号）

①�過年度損益修正益33万 ８ 千円を特別利益とし
て計上（有形固定資産台帳の精査における消
費税分の過剰減価償却分）
②�過年度損益修正損627万 ５ 千円を特別損失と
して計上（有形固定資産台帳の精査における
取得価格に含まれていた消費税分）

決算認定を受けて、下記の修正し
た内容を予算に反映させるため

提案
理由

可決 反対討論（佐藤宗太議員）

ど
ん
な

ミ
ス
か

内
部
調
査

の
報
告

　企業会計の数字に不備のあるこ
とを前提に決算を認定してほしい
ということ、そのこと自体が理解
しがたい。前回の不正処理自体を
容認していないので、今回不適切
な処理により計上されたこと自体
に対し反対する。
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町長・副町長が管理者責任でそれぞれ１０％給与減額上乗せ

町長給与を４０％減額　職員懲戒処分で

第４回
(12月)
定例会

12
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
９
件
（
条
例
改
正
３
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
５
件
、

そ
の
他
１
件
）
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
日
と
11
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
日
に
は
各
常
任
委
員

会
を
開
き
提
出
さ
れ
た
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
中
、
請
願
１
件
が
採
択
と
な
り
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
り
、
公
務

へ
の
信
頼
を
損
な
わ
せ
、
又
は
公
務
の
運
営
に

重
大
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
た
め
、
平
成
30
年

11
月
21
日
付
け
で
懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
を
損

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
、
服
務
規
律
の
遵
守
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

組
織
全
体
で
徹
底
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
な

お
一
層
、
自
分
自
身
に
厳
し
さ
を
持
っ
て
、
職

務
に
専
念
す
る
よ
う
指
導
を
行
い
、
再
発
防
止

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
日
も
早
く
町
民
の
皆

様
の
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

私
を
は
じ
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

先
般
、
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ
り
、
公
務
の
運
営
に

重
大
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
を
損
な

い
、
議
会
運
営
に
も
混
乱
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
再
発
防
止
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
日
も
早
く
、

町
民
皆
様
方
の
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
に
、
努
め
て
ま
い

り
ま
す
が
、
町
行
政
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
町
長
及
び
副

町
長
の
申
し
出
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
給
料
月
額
の

10
％
を
減
額
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
は
、
そ
の
対
応
す
る
給
料

月
額
か
ら
当
該
額
に
「
町
長
が
１
０
０
分
の
３
０
」、「
副

町
長
が
１
０
０
分
の
１
５
」
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
て

い
る
た
め
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
３
か
月
の
間
、
町
長
は
、

40
％
、
副
町
長
は
、
25
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

第
四
回
定
例
会

町
長
説
明
要
旨
（
抜
粋
）

信頼回復を誓う
齋藤文英町長

町
長
等
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　給与を減じる本議案は、不適
切な事務処理への批判や疑問に
応えるものではなく、安易な方
策であり、また、町民・職員に
対するポーズとしての効果とし
ては一過性で限定的で、町への
経済的寄与も僅少です。不適切
事案を防ぐシステムを作り上げ
ることが先決です。事務進捗が
可視化でき、不適切処理を発見・
修正できるシステムの早期構築
を求め、本議案に反対します。

反対討論
（渡部正司議員）

＜歳出事業の主な変更内容＞
①民間保育所等の利用における施設型給付費…………… 2,104万 ２ 千円増
②畜産酪農収益力強化総合対策基金等事業補助金………… 348万 ５ 千円増
③若者定住促進住宅新築等補助…………………………………… 300万円増
④防雪サブセンター整備事業費の確定………………………… 1,100万円減
⑤常勤的非常勤職員減………………………………………… 129万 ７ 千円減
⑥通園運転業務の委託料の確定……………………………… 465万 ８ 千円減

会計名 補正前 補正額 補正後
一般会計

補正予算（第 ３号）
74億
9666万円 △ 927万 ４ 千円 74億

8738万 ６ 千円

主な補正予算の内容
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１．�各課連携強化により滞納整理を行い、更なる
自主財源確保の努力

２．�財政健全化に向け、恒常的に発生する経費の
見直しを行うと共に、事業ごとの収支改善策
を調査・検討するなど、更なる職員のスキル
アップを図る必要性

３．�各種補助金交付事業の管理は、全庁的に統一
し、受付・進捗状況を集中して、上席管理者
が管理・指導の出来るシステムの構築

４．�公共資産管理の長寿命化対策を講じると共
に、各種設計書等の適切な保管に向けた管理
規則・責任体制の明示、支援体制確立の検討

５．�備品管理の重要性を損ねることの無いように
管理規則の見直し、実情に合った簡素な管理
の検討

６．�町民体育館解体工事終了まで休日も含め園児・
児童への安全指導や駐車場周辺の十分な安全
管理の徹底

＜意見項目＞

　平成30年度の町の事業並びに執行状
況について、適正・適切に実施してい
るのかを11月 ７ 日から16日までの ８日
間かけて、各部署をチェックしました。
　『各種事業も計画通り進められ、且つ、
諸帳簿・書類の整備状況においても概
ね良好であるが、左記事項については
改善処置を調査・検討することが望ま
しい』との報告がなされました。

定 期 監 査
（監査員の意見書）

小・中学校にエアコン設置が決定
～児童の安全・教育環境の充実に賛同～第３回

臨時会  　12月26日に開催された第 ３ 回臨時会において、条例改正、一般会計及び
各特別会計補正予算の ８ 件について、審議し、すべて可決しました。

平
成
30
年
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

１
億
７
８
３
４
万
円
を
追
加

す
る
補
正
予
算
。

　

主
な
も
の
は
、
県
人
事
院
勧

告
に
伴
う
職
員
の
給
与
改
正
に

伴
う
予
算
措
置
と
し
て
約
４
３

０
万
円
、
小
・
中
学
校
の
59
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
設

計
・
工
事
費
等
の
費
用
と
し
て

約
１
億
７
８
４
２
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

賛成討論（五十嵐一夫議員） 賛成討論（五十嵐正康議員）
　

町
が
過
去
の
答
弁
に
お

い
て
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
な
い
理
由
で
あ
っ
た
、

耐
え
る
能
力
を
鍛
え
る
と

い
う
答
弁
を
変
え
た
こ
と

に
不
信
感
を
覚
え
る
。
今

後
、
答
弁
す
る
際
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
答
弁
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
て
、
本

議
案
に
賛
成
す
る
。

　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
よ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
約
３

０
０
万
円
の
新
た
な
財
政

負
担
が
増
え
る
こ
と
で
、

今
後
、
子
ど
も
た
ち
に
悪

影
響
が
な
い
よ
う
に
、
事

業
の
精
査
並
び
に
町
の
運

用
を
お
願
い
し
て
、
本
議

案
に
賛
成
す
る
。

条
例
改
正

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

30
年
度
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
４
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
４

号
）

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

３
号
）

○
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
（
第
２

号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
（
第
３
号
）

○
水
道
事
業
会
計
（
第
４
号
）

審
議
し
た
そ
の
他
の
議
案 坂下南小学校（保健室）
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条
例
改
正

○
会
津
坂
下
町
地
方
活
力
向
上
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不

均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
会
津
坂
下
町
立
幼
稚
園
預
か
り

保
育
給
食
費
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

30
年
度
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

そ
の
他

○�

会
津
坂
下
町
営
住
宅
の
滞
納
家

賃
の
支
払
い
を
求
め
る
民
事
調

停
の
申
立
て
に
つ
い
て

審
議
し
た

そ
の
他
の
議
案

審議案件に対する賛否の
状況（賛否が分かれた議案）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
物
江　

政
博

赤
城　

大
地

横
山　

智
代

渡
部　

正
司

小
畑　

博
司

佐
藤　

宗
太

山
口　
　

享

三
橋　
　

薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　

順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　

孝
一

酒
井　

育
子

猪
俣　

恒
雄

古
川　

庄
平

町長等の給与の臨時特例に関する条例
の一部を改正する条例 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

平成30年度会津坂下町一般会計補正予
算（第 ３号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

平成30年度会津坂下町水道事業会計補
正予算（第 ３号） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません

請
願
の
審
査

請願
番号 受理年月日 件　　名 請願者住所氏名 紹介議員 付託

委員会
審査
結果

第 ７号
平成30年
11月29日

沖縄県名護市辺野古に
おける米軍新基地建設
の中止を求める請願に
ついて

福島県河沼郡会津坂下町大
字大沖字上野1170－1
会津の大地と健康を守る会
代表　千葉　親子

小畑　博司

横山　智代
総　務 不採択

第 ８号
平成30年
11月29日

被災者生活再建支援法
の改正を求める請願に
ついて

福島県河沼郡会津坂下町大
字大沖字上野1170－1
会津の大地と健康を守る会
代表　千葉　親子

横山　智代

小畑　博司
総　務 採　択

反対（五十嵐一夫議員）

賛成（三橋薫議員）

反対（横山智代議員）

賛成（渡部正司議員）

反対（小畑博司議員）

賛成（山口享議員）

　

本
請
願
は
・
国
会
に
お
け
る
与

野
党
の
政
治
的
な
対
立
の
色
彩
の

強
い
案
件
で
す
。
素
直
に
考
え
ま

す
、
沖
縄
に
お
け
る
基
地
の
必
要

性
は
地
政
学
的
に
認
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
と

サ
ン
ゴ
礁
の
海
の
破
壊
、
一
度
破

壊
し
た
ら
も
と
に
は
戻
り
ま
せ
ん
、

な
ぜ
辺
野
古
な
の
か
、
工
事
を
中

止
し
て
、
原
点
に
戻
り
再
度
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

基
地
建
設
反
対
す
る
住
民
感
情

は
、
十
分
理
解
す
る
が
、
基
地
の

配
置
や
外
交
安
全
保
障
は
政
府
の

専
権
事
項
で
あ
る
事
、
又
、
中
国

な
ど
の
脅
威
を
取
り
除
く
た
め
、

そ
し
て
普
天
間
基
地
の
危
険
性
を

取
り
除
く
に
は
辺
野
古
移
設
が
唯

一
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
賛
成
と

致
し
ま
す
。

　

沖
縄
は
、
先
の
大
戦
で
唯
一
地

上
戦
の
あ
っ
た
地
で
す
。
戦
後
は

ア
メ
リ
カ
軍
統
治
の
も
と
様
々
な

苦
難
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
で
は
様
々
な
基
地
に
よ
る
被

害
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
沖
縄

県
民
を
さ
ら
に
苦
し
め
て
い
る
辺

野
古
の
問
題
を
同
じ
日
本
人
と
し

て
許
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

県
民
の
民
意
に
向
き
合
い
、
辺
野

古
の
建
設
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

　

移
設
問
題
は
、
返
還
合
意
か
ら

20
年
以
上
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
、
現
実
の
脅
威
と
向
き

合
い
、
賛
否
を
問
う
県
民
投
票
に

消
極
的
な
宜
野
湾
市
、
石
垣
市
等

の
立
場
を
考
慮
す
れ
ば
、
移
設
へ

進
む
こ
と
も
や
む
を
得
ま
せ
ん
。

現
実
を
直
視
し
た
対
応
を
し
な
が

ら
平
和
を
築
く
歩
み
方
も
了
と
す

べ
し
も
の
と
し
、
不
採
択
に
賛
成

し
ま
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
今
国
会
の
所
信

表
明
演
説
で
、「
常
に
民
意
の
存

す
る
と
こ
ろ
を
考
察
す
べ
し
」
と

言
い
な
が
ら
、
沖
縄
県
民
の
気
持

ち
を
踏
み
に
じ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
不
服
審
査
法
を
濫

用
し
、
法
治
国
家
で
あ
る
こ
と
を

放
棄
し
た
も
同
然
で
す
。
地
方
自

治
を
無
視
す
る
こ
の
暴
挙
を
見
過

ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

基
地
負
担
と
い
う
観
念
か
ら
考

え
ま
す
と
誠
に
沖
縄
県
の
皆
様
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
地
理
、

地
政
学
上
、
沖
縄
に
米
軍
が
な
け

れ
ば
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス

は
保
た
れ
な
い
。

　

世
界
一
危
険
と
さ
れ
る
普
天
間

基
地
返
還
は
絶
対
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
又
、
国
家
安
全
保
障
を

考
え
る
と
、
対
中
抑
止
力
の
低
下

も
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

辺
野
古
米
軍
新
基
地
は
必
要
で
あ

る
。

請
願
第
７
号
委
員
長
報
告
の
不
採
択
に
対
す
る
討
論
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三橋薫議員（Ｐ ８ 上）
○町長の政治姿勢について
○観光・産業振興について

水野孝一議員（Ｐ ８ 下）
○次年度予算編成の基本方針について
○交通弱者（免許返納者）への支援策につい
て
○お試し住宅の利用状況について
○緑町交差点の県道（坂下・喜多方線）と消
雪工事について

五十嵐一夫議員（Ｐ ９ 上）
○町役場庁舎の位置が決定したが、用地の確
保を何故進めなかったのか
○県・国の遊休地の活用を図れ
○観光をどのように生かしていくのか

青木美貴子議員（Ｐ ９ 下）
○財政改革について
○町防災について
○近隣町村との連携について

物江政博議員（Ｐ10上）
○除雪車運行計画はどのように作られている
のか
○除雪を行う上での問題点はないか
○冬期間の通学路の確保は充分なされている
か
○当町には一般住民が利用できる雪捨て場は
開設されているのか
○除雪に伴う除雪困難者の対応について

横山智代議員（Ｐ10下）
○平成31年度予算編成の考え方を伺う
○職員の人材育成について
○外国人労働者について

赤城大地議員（Ｐ11上）
○第六次振興計画策定について
○地域防災計画について

小畑博司議員（Ｐ11下）
○小中学校の不登校の現状は
○昨年 ２月の教育機会確保法を踏まえての方
策は
○道徳が正式科目となり、現場の受け止めは
どうか
○新規就農者の支援体制は
○農産物加工所の充実を

佐藤宗太議員（Ｐ12上）
○消防行政について
○財政について
○町政について

渡部正司議員（Ｐ12下）
○災害時業務継続計画について
○自主防災組織について

※�一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
疑問点を質すこと。会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人50分以内としています。

　12月定例会では、10人の議員が一般質問を行い、 2日間にわたり活発な議論を展開しま
した。質問と答弁を要約した内容は、 ８ページから12ページです。
　なお、一般質問を録画した動画を町ホームページまたはYouTubeでご覧になれます。

一 般 質 問
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一

般

質

問

町
は
、
人
材
確
保
・
教
育
・
育
成
を

ど
の
よ
う
に
し
、
町
民
の
暮
ら
し
を

守
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
の
か
。

組
織
に
お
け
る
人
材
教
育
・
人
材
育

成
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
人
事

評
価
制
度
の
活
用
や
、
各
職
務
職
階
に
お
け

る
研
修
に
よ
り
職
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

人
材
確
保
は
、
町
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
情
報
を
提
供
し
、
多
く
の
方
が
職
員
採

用
に
応
募
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

ど
う
進
め
る
職
員
教
育
と
育
成

能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
育
成
に

努
め
ま
す

三橋　　薫議員

問答観
光
と
企
業
誘
致
の
広
域
連
携
は

他
町
村
と
の
差
別
化
を
図
り
、連
携
し
ま
す

広
域
連
携
を
ど
う
進
め
る
。

本
町
の
位
置
づ
け
、
取
り
組
み
方
が

大
変
重
要
で
あ
り
、
本
町
の
持
つ
地

理
的
優
位
性
・
子
育
て
し
や
す
く
、
利
便
性

の
高
い
生
活
環
境
、
歴
史
的
文
化
的
資
源
な

ど
本
町
が
持
つ
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、

他
市
町
村
と
の
差
別
化
も
図
り
な
が
ら
、
連

携
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問答

観
光
客
増
加
を
ど
の
よ
う
な
考
え
で

進
め
る
の
か
。

年
間
１
０
０
万
人
が
訪
れ
る
道
の
駅

で
、
各
種
誘
客
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

観
光
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
、
事
業
を
展

開
し
、
観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

工
場
誘
致
取
り
組
み
は
ど
う
進
め
る

の
か
。

町
内
空
き
工
場
を
活
用
し
た
工
場
誘

致
、
町
内
既
存
企
業
の
育
成
を
基
本

に
誘
致
活
動
は
、
会
津
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
首
都
圏
等
で
の
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

問答問答

ばんげ初市大俵引き

次
年
度
の
最
重
要
事
業
は
何
な
の
か

財
政
健
全
化
を
最
優
先
に
実
施
す
る

水野　孝一議員

庁
舎
建
設
の
延
期
で
、
次
年
度
の
事

業
と
予
算
編
成
に
与
え
る
影
響
と
町

民
説
明
会
で
の
意
見
と
反
応
を
伺
う
。

財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
し
て
進
め

る
。
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
べ

き
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
き

た
地
方
債
の
償
還
で
公
債
費
負
担
が
抑
制
さ

れ
ず
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
将
来
的
に
も
持

続
可
能
な
町
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
財

政
健
全
化
最
重
点
期
間
を
定
め
て
実
施
し
て

い
く
。
説
明
会
で
は
新
庁
舎
を
期
待
し
落
胆

し
て
い
る
こ
と
や
、
現
庁
舎
の
安
全
性
を
危

惧
す
る
声
や
財
政
見
通
し
の
甘
さ
に
つ
い
て

お
叱
り
を
い
た
だ
い
た
。

問答緑
町
交
差
点
と
消
雪
工
事
の
完
成
は

次
年
度
へ
繰
越
と
な
る
見
込
み
で
す

工
事
の
遅
れ
て
い
る
理
由
と
井
戸
堀

の
み
で
消
雪
に
支
障
は
な
い
の
か
伺

う
。

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
会
津
管
内

で
多
数
の
工
事
発
注
で
、
交
通
誘
導

問答

員
の
確
保
が
困
難
と
な
り
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
。
井
戸
掘
削
は
緑
町
は
12
月
中
旬
か
ら
工

事
が
始
ま
り
１
月
末
に
は
完
了
予
定
で
す
。

県
道
工
事
、
消
雪
工
事
の
両
工
事
は
共
に
次

年
度
へ
繰
越
と
な
る
見
込
み
と
の
回
答
で
す
。

こ
れ
も
質
問

問　

免
許
返
納
者
へ
の
支
援
策
は
。

答　

エ
コ
ノ
ミ
ー
回
数
券
の
補
助
、「
乗
っ

て
み
っ
カ
ー
ド
」
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

問　

お
試
し
住
宅
の
利
用
状
況
は
。

答　

こ
れ
ま
で
11
件
28
名
の
利
用
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

早期完成が望まれる緑町交差点
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一

般

質

問

新
庁
舎
の
位
置
が
３
月
議
会
で
決
定

し
た
の
で
あ
れ
ば
、
建
設
の
延
期
の

決
定
に
関
ら
ず
用
地
を
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、

な
ぜ
進
め
な
か
っ
た
の
か
。

行
政
建
設
セ
ン
タ
ー
基
金
の
原
資
を

取
り
崩
し
て
の
用
地
買
収
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
権
者
の
方
々
の
状
況
も
刻
一
刻
と
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
、
状
況
の
変
化

に
対
応
し
、
今
後
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
な

か
で
、
個
別
の
対
応
が
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
用
地
の
確
保
を

何
故
進
め
な
か
っ
た
の
か

原
資
で
あ
る
基
金
は
取
り
崩
さ
な
い

五十嵐一夫議員

県
・
国
の
遊
休
地
の
活
用
を
図
れ

町
の
利
用
目
的
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
く

東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内

に
あ
る
県
有
地
の
活
用
を
図
れ
。

こ
の
土
地
は
町
が
県
か
ら
購
入
す
る

約
束
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
区
画
整
理
事
業
の
土
砂
の
仮
置
き

場
に
、
無
償
貸
与
で
使
用
し
て
い
ま
す
。　

　

県
と
の
協
議
で
、
処
分
す
る
に
は
利
活
用

と
財
源
が
課
題
で
す
。

歳
入
確
保
の
為
の
施
策
に
つ
い
て
問
う

受
益
者
負
担
等
を
見
直
し
ま
す

青木美貴子議員

歳
入
確
保
の
た
め
受
益
者
負
担
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
の
見
直
し
が
必
要

と
思
う
が
ど
の
様
に
考
え
て
い
く
の
か
。

受
益
者
負
担
の
在
り
方
に
つ
き
ま
し

て
は
庁
内
に
お
い
て
「
使
用
料
・
手

数
料
等
見
直
し
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
中
、
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理
・
運

営
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
、
町
民
の
理
解

を
求
め
な
が
ら
光
熱
水
費
等
の
費
用
に
つ
い

て
は
受
益
者
負
担
を
原
則
に
、
負
担
を
し
て

頂
け
る
よ
う
条
例
等
の
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
の
見
守
り
・
お
墓
の
手
入
れ
や
空
き
家
の

管
理
な
ど
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス

の
返
礼
品
を
充
実
す
る
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
に

満
ち
た
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。発

災
対
応
型
防
災
訓
練
に
つ
い
て
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

従
来
の
会
場
型
防
災
訓
練
で
は
、
避

難
所
に
集
合
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
為
、
緊
急
対
応
活
動
等
に
課
題
が
あ

り
、
発
災
直
後
に
は
避
難
と
合
わ
せ
、
自
分

問答

近
隣
町
村
と
の
連
携
に
つ
い
て

連
携
に
よ
り
相
乗
効
果
を
期
待
し
ま
す

町
単
独
の
事
業
で
な
く
広
い
範
囲
で

の
事
業
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

近
隣
町
村
が
共
同
で
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
互
い
に

補
い
合
う
等
、

地
域
全
体
の

発
展
と
そ
の

イ
ン
パ
ク
ト

に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

問

問答問答

旧
法
務
局
を
無
償
譲
与
、
購
入
し
て
、

災
害
の
備
え
や
有
効
活
用
を
探
れ
。

町
と
し
て
利
活
用
計
画
が
無
い
の
で
、

購
入
の
意
志
が
無
い
こ
と
を
財
務
省

へ
伝
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
数
度
の
公
売
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
不
調
に
お
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
も
、

当
該
施
設
を
活

用
し
た
具
体
的

な
計
画
が
な
い

こ
と
か
ら
、
土

地
・
建
物
の
購

入
に
つ
い
て
の

考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問答こ
れ
も
質
問

問　

観
光
資
源
を
ど
う
生
か
す
の
か
。

答　

街
な
み
環
境
整
備
事
業
の
効
果
、
道
の

駅
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
早
期
完
成
を
目

指
し
て
の
連
携
、
只
見
線
の
２
次
交
通
。

旧法務局の使いみちは何か無いのか

と
家
族
の
身
の
安
全
の
確
保
や
、
近
隣
住
民

が
協
力
し
て
被
災
状
況
を
確
認
し
、
初
期
消

火
や
閉
じ
込
め
者
の
救
出
、
負
傷
者
の
救
援

救
護
災
害
時
の
安
否
確
認
等
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

答

応急手当訓練の様子
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一

般

質

問

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

全
職
員
か
ら
自
己
申
告
書
の
提
出
に

よ
り
面
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、

本
人
の
異
動
希
望
や
職
場
の
状
況
な
ど
を
聞

き
取
り
、
適
材
適
所
へ
の
人
員
配
置
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
職
務
を
経
験

さ
せ
、
将
来
的
に
職
員
の
適
正
と
能
力
が
発

揮
で
き
る
よ
う
、
人
員
の
配
置
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

降
雪
時
の
町
民
は
除
雪
車
の
動
き
を

把
握
出
来
な
い
。
除
雪
車
運
行
計
画

は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
。

町
で
は
、
毎
年
、
除
雪
実
施
計
画
に

基
づ
き
冬
期
間
の
除
雪
作
業
を
実
施

し
て
お
り
、
除
雪
の
目
的
や
除
雪
路
の
選
定
、

出
動
基
準
、
実
施
目
標
、
除
雪
期
間
、
路
線

図
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
除
雪
は
限

ら
れ
た
時
間
で
の
作
業
と
な
る
た
め
、
町
の

除
雪
機
械
臨
時
運
転
手
が
直
接
作
業
す
る
こ

と
と
、
町
が
業
者
に
委
託
を
し
て
作
業
す
る

二
種
類
に
よ
り
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
の
除
雪
の
「
見
え
る
化
」
を
問
う

万
全
の
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す

物江　政博議員

問答
住
民
が
排
雪
の
為
に
利
用
で
き
る
雪

捨
て
場
を
開
設
し
て
い
る
の
か
。
河

川
を
利
用
し
た
雪
捨
て
場
が
あ
っ
た
が
、
中

止
し
た
の
は
何
故
か
。

一
般
住
民
が
利
用
で
き
る
雪
捨
て
場

は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
に
お

い
て
も
開
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

去
の
除
排
雪
の
中
に
、
土
砂
や
ご
み
等
の
不

純
物
が
混
入
し
た
こ
と
で
河
川
環
境
の
悪
化

等
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雪
捨
て
場
を

閉
鎖
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
排
雪
の
際
は

各
業
者
に
依
頼
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

問答

除
雪
困
難
者
と
い
え
る
方
々
の
家
の

間
口
に
残
さ
れ
た
雪
の
塊
な
ど
の
問

題
に
対
し
て
町
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。

除
雪
車
は
玄
関
前
な
ど
の
残
雪
を
少

な
く
す
る
た
め
除
雪
車
の
ス
ピ
ー
ド

を
緩
め
て
、
低
速
運
転
に
よ
る
私
有
地
へ
の

飛
ぶ
量
の
緩
和
、
除
雪
車
排
土
板
の
角
度
調

整
等
の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

問答こ
れ
も
質
問

問　

通
学
路
の
確
保
は
十
分
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

通
学
が
始
ま
る
午
前
７
時
を
目
途
に
完

了
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

求められる十分なライフラインの確保

来
年
度
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
よ
る

町
財
政
や
福
祉
・
町
民
の
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
と
対
策
は
。

町
財
政
へ
の
影
響
と
し
ま
し
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
消
費
税
交

付
金
等
の
増
額
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
全
体

と
し
て
は
微
減
と
な
る
見
込
み
で
す
。
歳
出

に
お
い
て
は
、
当
初
予
算
の
編
成
中
で
す
。

契
約
の
時
期
や
工
事
の
発
注
時
期
で
税
率
が

異
な
る
た
め
、
消
費
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

件
費
を
除
く
物
件
費
、
普
通
建
設
事
業
費
な

ど
の
経
費
が
増
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
暮
ら
し
へ
の
影
響
に
つ
き
ま
し
て
は
消

費
税
引
き
上
げ
分
の
負
担
増
は
想
定
さ
れ
る

も
の
の
、
飲
食
料
品
へ
の
負
担
軽
減
制
度
の

実
施
な
ど
の
措
置
も
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
財
政
運
営
及
び
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
予
算
編
成
は

効
果
的
・
効
率
的
に
執
行
し
ま
す

横山　智代議員

問答
適
材
適
所
へ
の
配
置
・
人
材
の
活
用

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
も
質
問

問　

外
国
人
労
働
者
に
町
の
ル
ー
ル
を
。

答　

母
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し

ま
す
。

職
員
の
人
材
育
成
は

適
材
適
所
へ
の
配
置
に
努
め
ま
す

問

答

町職員の窓口対応
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一

般

質

問

第
六
次
振
興
計
画
策
定
に
お
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
若
者
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
お
い
て

は
、
よ
り
一
層
の
町
民
相
互
の
対
話

や
、
す
そ
野
の
広
い
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
六

次
振
興
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
新
た
な

試
み
と
し
て
、
若
い
世
代
の
視
点
か
ら
見

た
、
新
た
な
政
策
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
町
を
担
う
若

者
が
活
躍
す
る
ま
ち
、
活
躍
で
き
る
ま
ち
で

若
者
の
考
え
は
町
政
に

反
映
さ
れ
る
の
か

新
た
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を

整
え
ま
し
た

赤城　大地議員

問答

避
難
所
の
民
間
施
設
利
用
の
考
え
は

安
全
な
避
難
場
所
の
確
保
に
努
め
ま
す

指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
い
く
つ

か
の
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
耐
震
性

な
ど
に
お
い
て
脆
弱
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

今
後
の
対
策
と
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
付
属
体
育
館
等
を
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
指
定
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
の

耐
震
化
の
未
整
備
や
浸
水
想
定
区
域
内
の
立

地
に
よ
り
、
避
難
所
が
機
能
し
な
い
場
合
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
避
難
体

制
や
民
間
施
設
の
利
用
協
定
を
確
立
す
る
こ

と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答 な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
進
ん
で
い
き
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
は
会
津
農
林
高
校
や
坂
下

高
校
の
生
徒
の
方
を
は
じ
め
、
30
歳
以
下
の

皆
様
を
対
象
と
し
た
若
者
会
議
で
生
ま
れ
た

ア
イ
デ
ィ
ア
を
振
興
計
画
策
定
の
中
心
と
な

る
「
ば
ん
げ
創
生
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
と

協
力
し
、
形
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
不
登
校
児
が
増
え
続
け
、

小
学
生
で
は
３
万
人
を
超
え
、
中
学

生
で
は
10
万
人
を
超
え
て
過
去
最
高
と
の
こ

と
だ
が
、
わ
が
町
の
現
状
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

中
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
校
統

合
以
来
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
年
ご
と
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
小
学
校
で
は
２
名
、
中
学
校
で
は
11
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
は
大
丈
夫
か

不
登
校
は
減
っ
て
い
ま
す

小畑　博司議員

問答

問こ
れ
も
質
問

問　

新
規
就
農
者
の
支
援
体
制
は
。

答　

や
る
気
と
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

農
産
加
工
所
の
充
実
を
。

答　

今
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

道
徳
が
今
年
か
ら
正
式
教
科
と
な
っ

た
。

　

本
来
、
評
価
す
べ
き
で
な
い
「
道
徳
」
が

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
教
師
に
と
っ

て
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
で

は
な
い
の
か
。

答
え
が
一
つ
で
は
な
い
道
徳
的
な
課

題
を
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
が

自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
向
き
合
う
、「
考
え
、

議
論
す
る
道
徳
」
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く

も
の
で
す
。
評
価
は
記
述
式
で
行
い
、
子
ど

も
た
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
取
り
、
評
価
し

て
、
通
知
表
な
ど
で
保
護
者
に
伝
え
て
ま
い

り
ま
す
。

答
小学校の授業風景

会津坂下町アンダー30まちづくり集会



(12)あいづばんげ議会だより第192号・平成31年１月25日発行

一

般

質

問

消
防
の
活
動
内
容
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

活
動
の
効
率
化
と
消
防
団
員
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
活
動
し
や
す
い
環
境

の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

適
切
な
避
難
所
の
選
定
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
付

属
体
育
館
を
指
定
避
難
所
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　

自
己
財
源
確
保
の
た
め
の
施
策
は
。

答　

公
共
施
設
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に

新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

今
後
10
年
の
財
政
見
通
し
は
。

答　

毎
年
、
生
産
年
齢
人
口
が
約
１
２
５
名

減
少
し
、
町
民
税
は
毎
年
約
４
５
０
万
円
ず

つ
減
少
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
伺
う
。

職
員
の
人
材
育
成
の
大
き
な
目
標
と

し
て
、
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
「
住
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
」
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
職
員
は
住
民
の
目
線
に
立
ち
、
地
域
に

貢
献
す
る
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
、
業
務

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

人
事
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

将
来
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
様
々
な
職
場
を

経
験
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
面
談
や
人
事
評
価
制
度
を
通
し

て
、
適
材
適
所
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

人
材
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
務
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
を
高
め
る
と
と
も
に
、

職
場
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

佐藤　宗太議員

問答

現
庁
舎
は
耐
震
性
に
劣
り
、
新
庁
舎

建
設
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
建

設
延
期
で
災
害
時
の
役
場
機
能
へ
の
影
響
は
。

行
政
自
ら
が
被
災
し
た
際
の
「
災
害

時
業
務
継
続
計
画
」
で
は
、
庁
舍
の

代
替
施
設
の
確
保
訓
練
等
を
行
う
と
し
て
お

り
、
建
設
延
期
で
災
害
リ
ス
ク
は
高
ま
っ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

耐
震
性
が
劣
る
現
庁
舎
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

現
庁
舎
を
使
用
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
修
繕
費
が
増
加
し
て
い

る
中
で
、
必
要
最
小
限
の
修
繕
で
対
応
し
な

が
ら
庁
舎
の
維
持
管
理
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
庁
舎
位
置
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

上
で
水
深
50
㎝
か
ら
１
ｍ
以
下
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

本
町
の
洪
水
対
策
は
、
国
県
と
連
携

し
て
水
害
防
止
対
策
を
総
合
的
に
推

進
し
、
阿
賀
川
、
宮
川
の
河
道
掘
削
事
業
と

弱
小
堤
防
対
策
事
業
お
よ
び
危
機
管
理
型
の

水
位
計
の
設
置
で
、
情
報
発
信
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

災
害
で
庁
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら

代
替
施
設
を
確
保
し
ま
す

渡部　正司議員

問答

自
主
防
災
組
織
を
整
備
支
援
す
べ
き

育
成
を
図
り
ま
す

住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
即
応
で

き
る
自
主
防
災
組
織
の
整
備
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

近
隣
住
民
の
結
び
つ
き
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
行
政
区
を
単
位
に
位

置
付
け
し
、
町
広
報
紙
や
、
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

問答

問答問答

庁舎代替施設となる中央公民館

問答問

答問

答

職員への訓示

消
防
活
動
の
見
直
し
は

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
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議会の動き（主な内容）

　 ３つの町村議会が行政視察に来庁し、意見交換
しました。
＜視察を受け入れた町村＞
①宮城県大衡村（10月12日）
　視察内容：議会運営と議会活性化
②三重県朝日町（11月13日）
　視察内容：新庁舎建設・農業振興
③群馬県中之条町（11月28日）
　視察内容：議会インターネット録画配信

各町村議会の視察　受入れ

　12月 ４ 日、議長室に農業委員会長他 ３名の委員
が来庁し、「農業施策に関する要望書」の提出を
受けました。
　 ６つの要望事項について、議会で十分議論し、
できる事から課題解決に向けて取り組んで参りま
す。

町農業委員会の要望書を受理

　議会だよりの更なる充実を目指して、研修を実
施しました。
　研修内容として、広報紙の文章や広報紙の企画・
編集、 WEB ・ SNSの活用方法、議会だよりのレ
イアウト等について専門家の編集方法を学び、今
後、議会情報をよりわかりやすくお伝えできる議
会だより作成に活かして参ります。

議会報編集委員会　研修実施

10月10日
全国町村議会
広報研修会

10月11日
福島民報本社

　10月23日、郡山ユラックス熱海において、町村
議会研修会に参加しました。
＜講演内容＞
①地方議会の在り方
（東京大学法学部　金井利之教授）
②今後の政局・政治展望
（日本大学法学部　岩井奉信教授）

福島県町村議会研修会



(14)あいづばんげ議会だより第192号・平成31年１月25日発行

町民の皆様と議会をつなぐ 『
ば
ん
げ
未
来
ト
ー
ク
』
（
町
民
議
会
懇
談
会
）

　
女
性
議
員
４
名
に
議
長

を
加
え
、
坂
下
婦
人
会
員

26
名
の
方
々
と
ば
ん
げ
未

来
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
女

性
な
ら
で
は
の
多
岐
に
渡

る
意
見
が
続
出
し
、
時
間

が
足
り
な
い
ほ
ど
活
発
な

懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
増
す
る
外
国
人
の
ゴ

ミ
の
出
し
方
や
騒
音
で
困

る
事
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

要
望
等
々
が
あ
り
、
次
に
、

町
に
は
豊
富
な
観
光
資
源

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、

地
域
の
人
が
知
ら
な
す
ぎ

る
の
は
、
町
の
発
信
力
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
、
さ

ら
に
、
婦
人
会
活
動
で
は
、

町
の
要
請
が
多
く
、
会
員

の
高
齢
化
等
で
活
動
が
困

難
な
状
況
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。　

�

（
酒
井
育
子
議
員
）

坂下婦人会（ ７月11日　中央公民館にて）

Ｑ：『ばんげ未来トーク』とは？

Ａ：�　議会では毎年「町民・議会懇談会」を実施してきましたが、特
に若い方や女性の参加者が少ないこともあり、多様な意見をどう
お聞きするかが課題となっていました。
　解決策として、昨年度より ５名以上の町民・団体から要請があ
れば、皆様のもとへ議員を派遣する意見交換会を企画しました。テー
マを設けて、町民の方と様々なことを語らうことを目的としてい
ます。昨年度は ８団体から要請があり、 112名が参加頂きました。
　今後 ２月に ２団体からの申し込みにより、懇談する予定です。

Ｑ：議員との意見交換会は何のため？

Ａ：�　直に会って意見交換した中で見えてくる町の課題や、皆様から
頂いた貴重なご意見を、議会議員が詳しく調査・研究し、町へ提
言して活用して参ります。

６
月
か
ら
募
集
し
て
い
た
結
果
、５
つ
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

８４人の声を聴く
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多くの皆さんに
ご参加いただき
ありがとう

ございました！

　
新
富
町
自
治
会
の
方
々

23
名
と
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
更
に
副
議
長
を
加

え
、
１
時
間
半
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
質
問
事
項
が
通

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

委
員
長
、
副
議
長
の
説
明

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

財
政
の
問
題
、
道
の
駅
の

状
況
、
糸
桜
里
の
湯
の
経

営
等
々
、
諸
問
題
に
対
し

て
真
剣
に
討
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
特
に
要
望
事
項
と
し
ま

し
て
、
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
役
目
を
果
た

し
て
ほ
し
い
。
新
富
町
は
、

人
・
車
の
流
れ
が
多
い
。

治
安
・
交
通
に
つ
い
て
考

え
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
山
口
享
議
員
）

　
町
建
設
業
組
合
会
員
全

員
の
11
名
と
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
全
員
、
更
に

議
長
を
加
え
て
真
剣
に
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
か
ら
は
要
望
事
項

は
直
に
町
当
局
へ
提
出
す

る
こ
と
で
、
現
況
を
議
員

の
方
々
に
伝
え
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
入
札
制
度
、

発
注
等
、
組
合
の
課
題

等
々
、
色
々
な
説
明
と
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
近
隣
町
村
の
中

で
当
町
の
公
共
事
業
予
算

計
上
額
率
は
最
低
で
あ
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
に
基
づ
き
、
財
政
計
画

を
改
善
・
修
正
し
て
ほ
し

い
と
い
う
強
い
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

�

（
山
口
享
議
員
）

　
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
関
係
者
13
名

と
、
総
務
常
任
委
員
会
全

員
出
席
の
も
と
、
ば
ん
げ

未
来
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
主
な
意
見
交
換
と
し
て
、

第
一
に
「
環
境
・
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
セ
ン
の
在
り
方
、
利
用

者
の
方
へ
使
用
料
等
の
光

熱
費
負
担
を
お
願
い
し
た

い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
二
に
「
防
災
に
つ
い

て
」
は
、
防
災
体
制
を
整

え
る
上
で
各
コ
ミ
セ
ン
へ

の
発
電
機
配
置
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
今
後
、
審

議
・
検
討
し
、
町
へ
提
案

し
て
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
渡
部
順
子
議
員
）

　
会
津
坂
下
町
物
産
協
会

理
事
８
名
、
職
員
３
名
、

議
員
５
名
の
参
加
で
ト
ー

ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
観

光
物
産
協
会
と
は
今
回
で

２
度
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
物

産
・
道
の
駅
振
興
に
つ
い

て
」
で
あ
り
ま
す
。
協
会

理
事
長
か
ら
道
の
駅
で
流

さ
れ
て
い
る
、
湯
川
村
の

村
民
歌
の
件
、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
町

職
員
を
配
置
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
提
案
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
組
織
の
点
で
は

役
員
報
酬
が
不
透
明
な
の

で
は
と
の
指
摘
も
あ
り
全

体
を
通
し
て
会
津
坂
下
町

に
、
道
の
駅
運
営
に
も
っ

と
積
極
的
に
携
わ
っ
て
欲

し
い
と
強
い
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

�

（
物
江
政
博
議
員
）

新富町自治会（ ９月29日　新富町自治会館にて）

建設業組合（10月 ２ 日　町建設業組合会館にて）

NPO法人ＮＩＶＯ（11月 １ 日　東分庁舎会議室にて）

観光物産協会（11月26日　東分庁舎会議室にて）

Ｑ：�皆さんから頂いた意見を受け
て、議会がどう動くのか？

Ａ：�３月を目途に課題項目を取りまと
め、町長へ提言書として提出して
いきます
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め
に
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
「
ば
ん
げ
未
来
ト
ー
ク

（
町
民
・
議
会
懇
談
会
）」
に
取

り
組
み
、
町
民
皆
様
よ
り
多
種
多

様
な
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
機
会
を

作
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
町

民
皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
議

会
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

私
ど
も
町
議
会
議
員
の
任
期
は
、

残
り
一
年
三
ヵ
月
と
な
り
ま
す
。

今
年
は
議
会
改
革
の
仕
上
げ
と
実

践
の
年
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
町

政
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

16
名
の
議
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
町
民
の
意
思

を
的
確
に
町
政
に
反
映
で
き
る
議
会

の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
津
坂
下
町
の
益
々

の
発
展
と
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
い
て
、
今
年

は
、
今
後
10
年
間
の
町
の
方
針
で

あ
る
第
六
次
振
興
計
画
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
の
基
本
計
画
が
新
た
に
策
定
さ

れ
る
重
要
な
一
年
と
な
り
ま
す
。

町
政
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
が
、
町
民
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
町
を
、
創
造
し
て
い
く
使
命

と
責
任
が
行
政
に
は
課
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
予
算
案
な
ど

の
議
決
の
み
で
な
く
、
政
策
を
提

案
し
な
が
ら
、「
開
か
れ
た
議
会
、

活
力
の
あ
る
議
会
」
を
構
築
の
た

編

集

後

記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
猪
俣
　
恒
雄

�

副
委
員
長

　
赤
城
　
大
地

�

委
　
員
　
横
山
　
智
代

�

委
　
員
　
三
橋
　
　
薫

�

委
　
員
　
五
十
嵐
正
康

�

委
　
員
　
酒
井
　
育
子

議 会 傍 聴 へ お い で 下 さ い

　

平
成
最
後
の
新
春
、
皆
様

ど
ん
な
夢
を
心
に
持
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
町
は
こ
う

あ
っ
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
み
ん
な

で
夢
を
語
り
、
行
政
と
議
論

し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
、
確

実
に
会
津
坂
下
町
を
安
心
、

安
全
で
住
み
良
い
町
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
皆
様
の
夢

が
叶
う
よ
う
、
開
か
れ
た
議

会
、
そ
し
て
確
実
な
情
報
発

信
を
目
指
し
、
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

�

（
委
員　

三
橋　

薫
）

平成31年第１回定例会は、３月７日から20日までの会期（予定）
です。一般質問は３月11日㈪、12日㈫午前10時開会予定です。

第４回定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため
一般質問を録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

古川庄平議長

町民に分かりやすく身近な議会を

目指し、町政の発展に本年も全員

で取り組んで参ります。

よろしくお願い申し上げます。

会津坂下町議会議員一同

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ


